
また、GTには、日本語学科があります。 最近は、漫画やアニメの
影響で、日本語は人気な科目の一つとなっています。 たまたま、
GTのJapan dayに日本語学科を訪れたところ、Satomi Suzuki
先生と知り合いました。 Suzuki先生は、GT学生の日本への留学
を支援しており、感銘を受けました。 Suzuki先生にご紹介いた
だいた日本好きの学生とカフェで話をしたり、一緒に食事をとっ
たりする等、ラボ以外の学生と交流を持てたことは米国と日本の
教育システムや働き方の違いを考えるきっかけになりました。

ラボでは、毎週金曜日にグループミーティングがありました。 
ミーティングでは、当番制で、スナックなどの軽食と飲み物を準
備することになっています。 私は、日本食（たこ焼きやいなり寿
司など）を持って行きましたが、好評でした。 ラボを旅立つ人が
いる場合には、一緒にケーキを食べ、メッセージカードを贈る文
化があります。 1年間というまとまった期間滞在することによっ
て、お客さん扱いではなく、仲間としての信頼関係を築くことが
できました。 私は英語に自信がありませんが、学生やポスドク
に、積極的に質問したり、アドバイスするよう心がけました。 基
本的に誰もが研究を進めたいと思っているので、自分の経験を
話すと拙い英語でも聞いてもらえます。 皆がMNに興味を持っ
ており、気軽に相談やディスカッションができ、お互いに助け合
う風土が醸成されています。 ボスも、「これはXXが詳しいから
XXに聞いた方が良い」といったことを良く言ってくれますし、自
分のことを話題にあげてもらえたら一人前です。

ボスに自身の働きぶりを知ってもらい、信頼関係を構築するに
は、それなりに時間がかかります。 そういう意味でも、フェロー
シップは貴重です。 海外のポスドクからは、自国のフェローシッ
プで好きな留学先を選べるようなものはない又は非常に少な
いと聞いており、日本人はチャンスに恵まれています。 研究留学
は、得られる知識・経験・人脈の幅が非常に大きいので、是非、
チャレンジすることをお勧めします。

最後に、海外留学をご支援くださった上原記念生命科学財団の
皆様、国立医薬品食品衛生研究所の皆様、頑張って付いて来て
くれた妻にこの場を借りて心より感謝申し上げます。

2023年5月にDr. Barry Borlaugの指導のもと、Mayo Clinic心
血管部門での研究を開始して以来、左室駆出率の保たれた心
不全（HFpEF）患者における運動時の血行動態や心肺機能の研
究を行っています。 HFpEFは加齢やメタボリック症候群などの
増加とともに、有病率が上昇し続けており、本邦においても心不
全パンデミックの主因です。 安静時に明らかな異常所見が乏し
いことによる診断の難しさや治療選択肢の少なさも大きな問題
となっています。

留学先の研究室は、運動負荷右心カテーテル検査によって
HFpEF患者の病態生理を解明する試みを先進的に行っている
ことが特徴的です。 さらに、本検査と心エコー図検査を同時に
行い、心機能や弁機能を評価し血行動態との関連を調査するこ
とも行っています。 症状が出現する運動時の評価を行うことに
よってHFpEFの病態生理をより深く追究しています。 このような
貴重なデータを用いて、これまでに、HFpEF患者における運動
時の僧帽弁逆流に関する研究成果をEuropean Journal of 
Heart Failure誌に発表することができました。 また、HFpEFの
イメージングとメカニズムに焦点を当てた総説を執筆する機会
もいただきました。

私の主な役割は、同時心エコー図検査の実施であり、多くの症
例に直接関わることで貴重な経験を積んでいます。

この経験を通じて、本検査を実施するうえで必要な特殊な技術
を磨き上げるとともに、運動時の血行動態と心機能の関連につ
いて洞察を深め学問的な知見を得ています。 この検査を利用し
た複数の前向き研究に現在関与しており、データの収集や解
析、論文執筆を楽しみにしているところです。 2026年3月の留
学終了までに、この貴重な環境を最大限に活用し、留学先でし
かできない独自の研究成果を目指しています。

留学期間中は、近年でも最大の円安および物価の高騰となって
おり、経済的な困難によって留学先での研究活動を継続するこ
とは簡単ではありませんでした。 そのような中での助成でした
ので、私だけではなくともに渡米し生活を支えてくれている家族
にとっても非常に大きな支援であったと感謝しています。

留学先のあるミネソタ州ロチェスターでは厳しい冬の寒さと心
地よい暖かさの夏が印象的でした。 この地で出会った多くの留
学生との関わりは、この留学で得られた最高の経験の一つです。

研究者として尊敬できる仲間たちとのつながりを持てたこと、家
族ぐるみでの付き合いができたことは、私の生涯の糧となる貴
重な出来事でした。 これらの機会に恵まれたのも、上原記念生
命科学財団からの支援があったからこそです。 この場を借りて、
改めて感謝の意を表します。
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